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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

今
後
の
管
理

ポイント

大
麦・は
だ
か
麦

●
開
催
日
時

　令
和
2
年
12
月
15
日（
火
）

　★
1
回
目
　15
：
00
〜

　★
2
回
目
　18
：
30
〜

ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
開
催
場
所

斐
川
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー

※
新
規
で
作
付
け
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。ま
た
、

2
年
産
つ
や
姫
生
産
者
の
方
も
、
で
き
る
限
り
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※「
つ
や
姫
」生
産
資
材
の
取
り
ま
と
め
も
講
習
会
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

※
当
日
ど
う
し
て
も
ご
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
営
農
第
一
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

大

　豆

　
2
年
産
大
豆
は
収
穫
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
次
の
２
点
を

参
考
に
適
期
収
穫
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

①
葉
が
落
ち
て
莢
を
振
る
と

『
カ
ラ
カ
ラ
』と
音
が
す
る

（
大
豆
水
分
15
〜
18
％
）。

※
20
%
以
上
の
高
水
分
で
は

つ
ぶ
れ
粒
が
発
生
し
や
す

く
、
14
%
以
下
の
低
水
分

で
は
割
れ
豆
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
こ
き
胴
速

度
を
10
%
程
度
落
と
し
、

様
子
を
確
認
し
な
が
ら
収

穫
し
て
下
さ
い
。

②
茎
が
手
で
容
易
に『
ポ
キ
ッ
』

と
折
れ
る
。

※
早
刈
り
は
水
分
が
高
く
乾

燥
調
製
時
に
し
わ
粒
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
避
け

て
く
だ
さ
い
。

※
汚
損
粒
の
原
因
と
な
る
雑

草
・
青
立
ち
が
あ
れ
ば
必

ず
取
り
除
い
て
か
ら
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
11
月
4
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
荷
受
説
明
会
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
上
旬
か
ら
麦
の
播
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
11
月
20
日
以
降
か
ら
播
種
を
行
う
場

合
、
播
種
量
が
12
㎏
／
10
a
と
な
り
ま
す
。

左
記
を
参
考
に
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）「
つ
や
姫
」「
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
」
栽
培
予
定
ほ
場
に
除
草
剤
等

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
）
を
散
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。（
前
作
物
の
収
穫
後
か
ら
農
薬
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

紫斑粒 カメムシ被害粒 汚損粒

虫害粒 褐斑粒 霜害粒

裂皮粒

令
和
3
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

令
和
3
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

●播種作業

●基　　肥（側条施肥）

●播種直後の除草剤散布

●排水対策の徹底
　湿害は収量に大きく影響します。排水の良好なほ場選定に併せて、排水対策を徹底し、
湿害に負けない麦栽培をしましょう。
●適期による作業実施
　生育状況を確認し、追肥・防除を適期に行いましょう。

※播種深度が浅いと湿害を受けたり除草剤による薬害を受けます。特に、播種深度が深
い（5cm）と発芽まで日数を要し２段根となり初期生育が悪く、分げつも少なくなり
ます。播種作業時は、ほ場状態や深度を確認してください。

品　名

リベレーター
フロアブル

使用時期

は種後～麦3葉期
（雑草発生前～イネ科
雑草1葉期まで）

薬　量
（10a当り）

60㎖～80㎖

適用雑草名

一年生雑草

希釈水量
（10a当り）

100ℓ

使用回数

1回

※播種直後、全面へ均一に散布し、播種日に除草剤散布はできるだけ終わらせましょう。
※薬量について基本70ｍℓとし、土質に応じて調整してください。

種　類 播種時期 播種量 条　間 播種深度（※）
大 　 　 麦
は だ か 麦 11月20日以降 12㎏／10a 25㎝ 2～ 3㎝

品　名 使用時期 施用量
高度化成444 は種同時 40㎏／ 10a

１
．
栽
培
必
須
条
件（
登
録
生
産
者
要
件
含
む
）

①
つ
や
姫
概
ね
30
a
以
上
作
付
け
す
る
。（
飯
用
米
の
み
の
作
付
け

不
可
）

②「
つ
や
姫
」栽
培
計
画
書
を
提
出
す
る
。

③
種
子
更
新
を
行
う
。（
種
子
検
査
に
合
格
し
た
種
子
を
使
用
）

④
栽
培
履
歴
・
G
A
P
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
す
る
。

⑤
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
す
る
。

　
※
必
ず
共
通
の
資
材
を
使
用
す
る
。

（
節
減
対
象
農
薬（
有
効
成
分
使
用
回
数
）・
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

（
育
苗
土
を
含
む
）を
島
根
県
の
定
め
る
節
減
対
象
農
薬
・
化
学
肥
料

の
慣
行
レ
ベ
ル
の
１
／
２
以
下
に
す
る
。）

（
注
）つ
や
姫
栽
培
予
定
ほ
場
に
は
除
草
剤
を
散
布
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。（
前
作
物
収
穫
後
か
ら
農
薬
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
な
る

た
め
。）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックス

秋晴れの下　ハトムギ収穫順調に
　10月上旬、西日本最大のハトムギ産地の出雲市斐川町で収
穫が始まりました。斐川地区本部管内の2020年産作付面積は
76ヘクタールと、全国で５番目の作付面積と生産量を誇りま
す。同管内で約22ヘクタールの作付けをする（農）おきすでは、
昨年より一週間早い、5日から品種「あきしずく」の刈り取り
が始まりました。刈り取ったハトムギはＪＡの施設で乾燥調製
し、順次出荷されます。同法人では50トンの収穫を見込んで
おり、森脇康博組合長は「昨年より出来が良く、収量、品質共
に期待できる」と話されました。ハトムギは飲料品や健康食品
の原料として県外に出荷するほか、当地区本部よい食工房では

「ハトムギ茶」や「ハトムギチョコレート」など、地元産の6
次産業化に取り組んでいます。

秋の味覚　ソバ収穫
　10月13日、斐川地区本部が管理する圃場約5アールで、8
月に種を播き、収穫時期を迎えたソバ「信濃1号」の刈り取
りを行いました。地元でソバを栽培する糸賀充さんを講師に、
そば好きの地域組合員６名とＪＡ職員で刈り取り、束にして
はで場に掛けていきました。昨年に続き、くらしの活動事業
の一環として「自分で栽培し、そばを打って美味しく食べよ
う」と企画しました。今年の生育状況に糸賀さんは「２度の
土寄せで茎もしっかりと生長し、倒伏も少なかった。たくさ
んの実がついており、昨年以上の品質と収量が期待できる」
と話されました。今後は、乾燥させたソバを脱穀し、唐箕を
使って選別する予定です。

熱戦！ 秋季野球大会
元気いっぱいのプレーに大興奮!!
　10月11日、斐川公園野球場で「令和2年度　斐川町スポー
ツ少年団秋季野球大会」が開催されました。町内の4団が参
加し、開会式では荘原野球スポーツ少年団の主将を務める坂
本誓良君が元気よく選手宣誓を行いました。また、試合開始
にあたり、この大会の後援を行っているＪＡしまね斐川地区
本部の伊勢雅和営農部長が始球式を行いました。大会では、
子供たちの元気いっぱいのプレーに、保護者応援団も大興奮
でした。今大会の熱戦を制し優勝を手にしたのは出東野球ス
ポーツ少年団でした。同地区本部より大会の試合球と各チー
ムにボールを1ダースずつ贈らせていただきました。

園児が裸足で  サツマイモ掘りに挑戦
　10月27日、（農）じきょうは、同法人が管理する10アー
ルの圃場で、サツマイモの収穫体験イベントを開催し、出東
こども園の園児22名が参加しました。同法人は「紅はるか」
の苗500株を定植し、水管理や除草を行い園児たちとの収穫
を心待ちにしていました。園児らは、裸足になり土の感触を
楽しみながら芋を掘り「とっても大きなお芋が取れた！早く
食べたい」と大喜びでした。江角昭夫組合長は「密を避ける
ために子どもたちとの定植は中止にしたが、無事に収穫を一
緒にできて良かった。子どもたちの笑顔が私たちの励みにも
なるので、今後も活動を続けることで、食と農の大切さを伝
えていきたい」と話されました。

大型コンバインで次々と刈り取られるハトムギ 鎌を使って手刈りしていく様子

開会式で元気いっぱいに選手宣誓

資材課から TEL 73-9619

回収日時

有料回収を実施します有料回収を実施します
令和２年12月１日（火） 9時～11時

回収場所 ＪＡしまね斐川地区本部出東倉庫前駐車場（出東支店東側）

廃ビニール 肥料空袋（ポリ袋）

農薬空き容器（プラスチック・ビン・缶）

水稲育苗箱等

●使用済みのビニール・ポリ袋等は農業者自らの責任において適正に処理すること
が義務付けられています。リサイクル処理のご協力をお願い致します。
●容器を必ず洗浄し、透明な袋にプラスチック・ビン・缶を分別してお持ち下さ
い。また容器のフタは外して袋に入れて来て下さい。
　洗浄していない場合は、業者が引き取りませんので十分注意して下さい。
　ラウンドアップマックスロード200L空き容器は無料で回収致します。その際も容
器の洗浄をお願い致します。
●持込みの際には、車両のドア両側に産業廃棄物運搬車表示板を張り付けることが
義務付けられています。
●詳しくは、今月のＪＡしまねびより折込みをご覧下さい。
●廃棄農薬の有料回収については、令和３年１月2６日（火）に実施予定です。

車両本体価格 660,000円  （税込）（諸費用別）

初度登録　平成21年5月
次回車検　令和3年5月
走行キロ　60,232ｋｍ
ミッション　5MT
4WD  エアコン  パワステ
パワーウィンドウ  ラジオ

サンバーバンスバル

点検整備付
担当　山根、中浜、青木

自動車整備工場から TEL 73-9627今月の特選車今月の特選車

とう み
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「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！
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米したところ８７０ｇの新米がとれました。また利用者様宅からはたくさんの柿が届き、皆さんで皮を剥
いて「吊るし柿」にしたり、ドライアイスで渋抜きした柿を味わっていただきました。

「つつじ園」は実りの秋

ふたり仲良く元気に育ってね♡
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育
園
で
は
焼
き
芋

に
し
て
、
女
性
部
で
は
料
理

教
室
な
ど
の
活
動
に
使
用
し

ま
す
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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